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森 : そうだと思 う｡
東大 ･核研 丸 森 寿 夫
原子核物理における新局面
§1 物質科学としての核物理学
今世紀の物質科学の発展について,まず第-にあげられるものは,物質の基本構成要素の追求という立
場からの"物質の構造〝の研究であろう｡物質が不可分割な原子からなるという19世紀の物質観は,今
世紀になって原子が原子核と電子からなり,原子核もまた陽子と中性子とからなることが明らかにされて,
根底からくつがえされた｡さらに,ここ20-30年間の素粒子物理学の発展は,これら素粒子さえも, も
はや物理の窮極的構成要素ではないことを,ますます明確にしつつある｡こうして,現代物理学は,物質
は汲みつくしえない深さの階層構造をもつものであって,分子･原子･原子核 ･素粒子などのような原子
論的な諸概念は,いずれも研究の進展に応 じて次第にあばきだされてきた物質構造上の諸階層を表わすも
のである,という認識をもたらした｡これらの原子論的諸概念は質的に異なった物質の存在様式を特徴づ
けるものと規定することができよう｡
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